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 ◆障害基礎年金とは、「年金加入者が、病気やケガで障害が残った時に受け取れる年金」です。 

障害基礎年金の支給額は、２級の場合は年間７９５，０００円、１級の場合は９９３，７５０円です(※年度毎

に変動あり)。障害基礎年金を受け取れる障害の等級はこの２つだけです。１級を受給できる方は、比較的障害が

重い方となりますので、軽度の障害の方は、申請して受給できたとしても２級の方がほとんどになります。 

  

◆なぜこの制度があるのか？ 

もともとは、障害のために働けなくなるなど、収入が減ってしまった際に補うためであったり、医療費や介護 

に関わる費用など、障害が原因で生活費がかかることを補うために作られた制度です。 

障害のある方は、自立した生活を目指す上で、受給の申請をする事ができます。 

 

◆障害基礎年金の受給要件は３つ 

①公的年金の加入中に「初診日」があること（加入要件） ②一定の条件の保険料を納めていること（納付要件） 

③「障害認定日」に一定の障害状態にあること（障害状態要件） 

ただし、知的障害の場合、２０歳前に障害の状態にあることから、①と②は問われません。 

 

◆障害基礎年金の請求について  

障害基礎年金は、申請して判定を通らないと受け取ることができません。 

何もしないで待っていて、役所などから「請求書類」が自動的に届くというようなことはありません。 

 

◆申請する時期は？ 

２０歳（２０歳前後の３ヶ月の診断書）が最も適した時期です。 

 

 ◆障害基礎年金の窓口は？ 

市区町村役場の国民年金課です。間違えやすいのが福祉課（または障害福祉課等）ですが、障害基礎年金の  

窓口は福祉課ではありません。２０歳を迎える頃、国民年金課（または年金課）の窓口に行って、申請に必要な

書類（申立書・診断書）を受け取りましょう。 

 

 

 

障害基礎年金について 

保護者の皆様には日頃より本校の教育にご理解、ご協力をいただき、感謝申し上げます。 

先日２月２２日(木)に行われました障害基礎年金講演会では、講師の社会保険労務士 森田涼子氏

に、障害基礎年金の基礎知識と具体的な請求方法等についてお話をいただきました。当日の参加が難

しい保護者の方もいらっしゃいましたので、講演会の内容を一部抜粋し、『障害基礎年金に関する基

礎知識』について今号でご紹介いたします。 



◆診断書について 

障害基礎年金を申請する際に必要となる診断書は、１～２回の病院での受診では記入していただけません。  

本人のことを理解し、診断書を記入していただける医師にお願いする必要があります。 

 

 

 

 

 

 

◆国民年金とは 

日本国内に住む、全ての人が加入する公的年金制度です。日本は、国民皆保険・国民皆年金を原則にしている国 

なので、全ての人が加入する必要があります。 

 

◆国民年金の仕組み 

日本では社会保険制度になっています。２０歳から６０歳までの人が払う社会保険料を基本として、それに国庫 

負担（税金）を加えることによって運営されています。 

 

◆国民年金の種類は３種類 

①老齢基礎年金 ： ６５歳から死亡するまで受け取ることができる終身年金 

②障害基礎年金 ： 病気やけがで障害が残った際に受け取ることができる年金 

③遺族基礎年金 ： 年金加入者が死亡した際に遺族（配偶者・子）が受け取ることができる年金 

 

◆一人一年金 

年金は『一人一年金』の原則となっています。老齢基礎年金と障害基礎年金の両方を受け取ることはできません。 

 

◆厚生年金 

企業に就職した場合に加入することができる年金制度です。日本は現在、２階建ての年金制度になっています。 

例えば、企業に勤めていて６５歳で退職した場合は、国民年金の老齢基礎年金と老齢厚生年金の両方を受け取る  

ことができます。厚生年金に加入していれば、厚生年金保険料の他に国民年金保険料も天引きされているので、  

国民年金にも自動的に加入していることになります。できれば厚生年金に加入し、将来に備えてほしいと思います。 

 

◆厚生年金に加入するためには 

正社員であることが絶対条件というわけではありません。パートタイマーや契約社員であっても、概ね正社員の 

所定労働時間及び労働日数の４分の３以上働いていれば加入することができます。令和４年１０月より、 「従業員

１０１人以上の企業（※）に勤め、週２０時間以上勤務、月額賃金８８，０００円以上の方」も加入対象になりま

した。 

（※令和６年１０月からは、従業員５１人以上の企業） 

 

◆２０歳以降に障害基礎年金を受給し、企業での仕事も継続すると… 

６５歳で退職したときには、障害基礎年金と老齢厚生年金を受け取ることができます。 

※年金制度は、今後改変される可能性もあります。日本年金機構のホームページなどでご確認ください。 

 

◆障害年金のパンフレットについて 

 日本年金機構のホームページから、障害基礎年金など各種年金について様々な情報を得ることができます。 

トップページ → 年金の制度・手続き → パンフレット と辿っていくと見つかります。是非一度ご覧になってみ

てください。 

 

 

 

 

 

年金についての基礎知識 


